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2014年長野県北部の地震に伴う温泉の異常湧出
Coseismic discharge of hot spring water due to the 2014 Northern Nagano earthquake

佐藤努 1∗ ;落唯史 1 ;高橋正明 1 ;松本則夫 1 ;風早康平 1 ;高橋浩 1 ;稲村明彦 1 ;半田宙子 1 ;
森川徳敏 1 ;仲間純子 1

SATO, Tsutomu1∗ ; OCHI, Tadafumi1 ; TAKAHASHI, Masaaki1 ; MATSUMOTO, Norio1 ; KAZAHAYA, Kohei 1 ;
TAKAHASHI, Hiroshi1 ; INAMURA, Akihiko 1 ; HANDA, Hiroko1 ; MORIKAWA, Noritoshi1 ; NAKAMA, Atsuko1

1 産業技術総合研究所　活断層・火山研究部門
1Geological Survey of Japan, AIST

2014年 11月 22日，長野県白馬村を震央とするマグニチュード 6.7の地震が発生した．地震の翌日には，震央から北
に 8kmの小谷村の千国地区において道路脇から低温の温泉がガスと共に湧出しているのが発見された．調査の結果，水
温は 26.4℃，湧出量は毎分 75リットル，温泉水の主要化学組成は重炭酸ナトリウム，温泉ガスの主要成分はメタンで
あった．
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